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１．はじめに 
 
 現在、測地および天球基準座標系構築のための国際的なＶＬＢＩ共同観測は、ＩＶＳ

（International VLBI Service：国際ＶＬＢＩ事業）の主導のもとに実施されている。ＩＶＳが２０
００年に組織されるまでは、各国の研究機関の間、もしくは二国間で結ばれた研究協力をもと

に個別の観測プログラムが実施されてきたが、ＩＶＳが組織されてからは、観測のスケジュー

リングが一元化され、より効率的な運用が図られるようになった。２００１年にはＩＶＳのも

とにワーキンググループが設置され、ＩＶＳの提供するべき公式データを定義して、そのため

に必要な観測形態を検討した結果がレポートとしてまとめられた［Schuh et al., 2001］。そのレ
ポートの中では、ＩＶＳの果たすべき役割としてＩＴＲＦ（International Terrestrial Reference 
Frame）・ＩＣＲＦ（International Celestial Reference Frame）といった基準座標系の構築と維持、
および UT1-UTC・極運動・章動といったＥＯＰ（Earth Orientation Parameters）の高精度な決定
とが挙げられている。また、その上で現在の問題点は、観測頻度が少ないためにＥＯＰのデー

タが連続していないことと、観測を行ってから結果を得るために要する時間が長いことにある

として、２００５年を目標に複数のネットワークでの観測を切り替えて連続した観測を行うこ

とと、観測してからデータ処理を行って結果を得るまでの時間を大幅に短縮することを提言し

ている。通信総合研究所では、ＩＶＳの技術開発センターの一つとして、このレポートの目標

を達成するために高速ネットワークを利用したｅ－ＶＬＢＩの実現、分散処理による相関処理

システムの構築、観測帯域の広帯域化を通じたＶＬＢＩ観測データの高精度化などの技術開発

を実施している。 
 このように、ごく短期的なＩＶＳの将来展望はかなり明確になっており、そのために必要な

技術開発は着実に進みつつあると言える。その一方、ＶＬＢＩ観測に使用されるアンテナの多

くは老朽化が進みつつあり、Ｓバンドでは通信波による混信が多くの観測局で問題となりはじ

めるなど、長期的に見れば解決すべき課題は多い。そこで、２０１０年ごろの将来を想定して、

そのころにあるべき測地・位置天文ＶＬＢＩシステムに VLBI2010という名称をつけ、２００
３年９月に開催されたＩＶＳ評議員会において VLBI2010についての検討を行うワーキンググ
ループを設置することとなった。ここでは、このワーキンググループの方針や、報告書作成ま

でのスケジュールの現在の見通しなどについて紹介する。 
 
２．VLBI2010の目指すもの 
 

VLBI2010では、単に現在実施しているＩＶＳの国際ＶＬＢＩ実験を維持したり、性能を向上
させたりするだけにとどまらず、２０１０年ごろに利用できると予想される技術をフルに活用

して、地球物理学や位置天文学における新しいサイエンスを切り拓くようなパラダイムシフト

も視野に入れた検討を行う必要があるというのが多くの一致した認識である。このような新し

いサイエンスを打ち出すことができなければ、ＩＶＳに参加している研究機関の予算状況は

年々苦しい状況に陥ることになることは明白であり、VLBI2010の報告書を基にして、各研究機
関が新しいプロジェクトの予算要求までできるようなものを目指す必要がある。その意味では、

現在日本で進めている VERA計画のように位相補償を用いた高精度な位置天文観測を取り入れ



た ICRFの高精度化、もしくは、位相遅延の利用による大幅な測定精度向上、位相合成アレイな
どを用いることで同時に複数の視野を観測することのできるシステムの開発、切れ目なく観測

を行うために必要な観測・処理の自動化などが検討されることになると考えられる。 
 

３．検討スケジュール 
 
 VLBI2010のワーキンググループは、２００３年９月に開催されたＩＶＳ評議員会において議
論された後、表１のようなメンバー構成で発足した。また、表２のように、観測の形態や最適

な周波数配列から、受信機システム、処理システムなど個々のサブグループもあわせて作られ

て、それぞれの代表者がとりまとめを行うこととなった。 
 

表１ VLBI2010ワーキンググループの構成メンバー 
 

 
メンバー  主として担当する項目 

 
Brian Corey   – antennas, RF/IF systems, calibration 
Hayo Hase   – antenna systems 
Ed Himwich  – control, data management 
Hans Hinteregger  – digital backend systems, correlators 
Tetsuro Kondo  – data systems, data transport, real-time 
Yasuhiro Koyama – data systems, data transport 
Chopo Ma   – post-correlation analysis; data management 
Zinovy Malkin  – post-correlation analysis 
Arthur Niell   – atmospheric calibration, analysis 
Bill Petrachenko  – antenna arrays, multi-beam VLBI, frequency standards 
Wolfgang Schlueter – antennas, observing strategies, frequency standards 
Harald Schuh   – post-correlation analysis, cross-technique use 
Dave Shaffer  – observing strategies, systems, analysis 
Gino Tuccari   – digital backend systems 
Nancy Vandenberg – scheduling, observing strategies 
Alan Whitney  – data systems, data transport, correlators 

 
 



表２ VLBI2010ワーキンググループのサブグループ（２００３年１０月現在） 
 

 
Observing Strategies - Bill Petrachenko (chair) 

Frequency bands, RFI : Corey, Petrachenko, Shaffer 
Field system and scheduling : Himwich, Vandenberg 
Source strength/structure/distribution : Ma, Shaffer 
Antennna-network structure and observing strategies : Corey, Malkin, Niell,  
Petrachenko, Shaffer 

RF/IF, Frequency and Time - Hayo Hase (chair)  
Antennas and Feeds : Corey, Hase, Koyama, Shaffer 
RF/IF and Calibration : Corey, Petrachenko 
Time and frequency standards : Hase, Schlueter 

Backend Systems - Gino Tuccari (chair) 
Backends, including digital filtering and BBC's : Hinteregger, Kondo, Koyama,  
Tuccari 

Data acquisition and transport - Alan Whitney (chair) 
Hinteregger, Kondo, Koyama, Whitney 

Correlation and fringe-finding - Yasuhiro Koyama (chair) 
Hinteregger, Koyama, Petrachenko, Whitney 

Data analysis - Harald Schuh (chair) 
Geodetic/astrometric data analysis : Ma, Malkin, Niell, Schuh 
Atmosphere, ancillary Data & models : Niell, Schuh 

Data archiving and management - Chopo Ma (chair) 
Ma, Malkin, Schuh 

 
 
 現在は、それぞれのサブグループのメンバー間で電子メールを用いた意見交換が行われてい

る段階で、今後、各サブグループの chairが報告書の草案を作成していくこととなっている。ま
た、草案をまとめる段階での検討内容は、２００４年２月にカナダ・オタワ市で開催される第

三回ＩＶＳ総会で VLBI2010についてのセッションが設けられてそこで紹介されたのち、総会
後に VLBI2010の会合を１日スケジュールして、意見交換を実施することになっている。これ
らの意見交換を経たのち、報告書の草案を改訂して、２００４年の夏ごろを目処に報告書を取

りまとめることが計画されている。報告者は、相関器についての検討を取りまとめる chairにな
っており、今後、全体のスケジュールに沿って報告書を取りまとめることになるが、そこでは、

現状の相関器の仕様、今後計画されている ALMA、EVLA、SKAなどの計画で検討されている
相関器の性能のレビューを行いつつ、通信総合研究所で現在開発を進めているソフトウェア相

関器の現状での性能と今後の展望について取りまとめたいと考えている。 
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